
Ⅰ　病院の概要：機構、組織
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病院の理念病院の理念

◎ 患者さんが最善の医療を受けられるように

　 努力します。

◎ 温もりのある医療を提供します。

◎ 患者さんの知りたいと思う気持ちを大切に

　 します。
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沿　　　　　　　革

昭和１２年１０月　有限責任　北越医療購買利用組合刈羽郡病院　として開設（２０床）

昭和１５年１１月　名称変更　保証責任刈羽郡医療利用組合連合会刈羽郡病院　となる

昭和１９年　９月　名称変更　新潟県農業会刈羽郡病院　となる

昭和２３年　６月　開設地の柏崎市本町８丁目より柏崎市学校町２番４７号に新築移転

昭和２３年　８月　名称変更　新潟県生産農業協同組合連合会刈羽郡病院　となる

昭和２５年　５月　病棟増床　新病床１６０床

昭和２６年　４月　名称変更　新潟県指導農業協同組合連合会刈羽郡病院　となる

昭和２６年　６月　病棟新築　新病床１７４床

昭和２６年　８月　公的医療機関に指定

昭和２７年　５月　名称変更　新潟県厚生農業組合連合会刈羽郡病院　となる

昭和２８年　４月　刈羽准看護婦養成所設置

昭和２９年１０月　病床変更　新病床１９０床

昭和３０年　１月　病床変更　新病床２２５床

昭和３０年　９月　厚生年金還元融資施設　柏崎市の委託病棟併設

　　　　　　　　　（鉄筋コンクリート造４階建）

　　　　　　　　　病床変更　新病床３０３床（一般１２２・結核１８１）

昭和３２年　８月　総合病院名称使用承認（刈羽郡総合病院となる）

昭和３９年１１月　第１期病院近代改修整備工事完工（３ヶ年継続）

　　　　　　　　　病床変更　新病床３６６床（一般２３３・結核３５・精神９８）

昭和４１年　４月　救急病院指定

昭和４２年　８月　看護婦寄宿舎新築

昭和４３年　４月　刈羽高等看護学院設置　（准看養成所閉鎖）

昭和５１年　３月　第２期病院近代化改修工事、看護婦寄宿舎新築工事完工（ひまわり寮）

昭和５１年１２月　第２期病院近代化内部改修整備工事完工（２ヶ年継続）

昭和５２年　１月　病床変更　新病床３３８床（一般２４０・精神９８）

昭和５２年　４月　刈羽看護専門学校　専門課程設置許可開設（名称変更）

昭和５３年１２月　人工透析療法開設（１０床）　

昭和５４年　２月　人工透析療法増床（１２床）

昭和５４年１２月　病床変更　３７１床（一般２７３、精神９８）

昭和５７年　１月　病床変更　３７０床（一般２７２、精神９８）

昭和５９年　３月　刈羽看護専門学校廃校

昭和６０年１２月　人工透析室増床工事　２０床となる

平成　３年　５月　柏崎市北半田2-11-3に病院移転新築竣工

　　　　　　　　　（鉄筋コンクリート造地下１階地上７階建）

　　　　　　　　　病院の構造設備使用許可及び総合病院の名称承認

平成　５年　４月　柏崎市在宅介護支援センター開所

平成　７年　６月　訪問看護ステーション柏崎開設

平成　８年１１月　災害拠点病院指定
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平成１１年　９月　介護保険居宅介護支援事業者指定

　　　　　　　　　（平成１２年６月に柏崎市在宅介護支援センター刈羽郡総合病院に名称変更）

平成１１年１２月　訪問看護ステーション柏崎サテライト型西山開設

平成１３年　５月　人工透析室増設工事完了（４５床）

平成１４年　２月　救急外来増改修工事

平成１５年　８月　日本医療機能評価機構（複合B）認定

平成１６年　４月　医師臨床研修病院（単独型）取得

平成１６年　６月　病後児保育室「ぴっころ」柏崎市委託事業開設

平成１６年　９月　人工透析装置増設（４９床→５２床）

平成１６年１０月　新潟県中越地震

平成１７年　１月　特殊疾患施設管理加算・障害者病棟開設

平成１８年　４月　「柏崎市中地域包括支援センター」柏崎市委託事業開設

平成１８年　４月　病床変更　新病床３７５床（一般１０対１入院基本料）

平成１９年　４月　「柏崎休日・夜間急患センター」柏崎市委託事業開設

平成１９年　７月　精神病棟入院基本料（１５対１）辞退３０床（３５床残す休眠状態）

平成１９年　７月　新潟県中越沖地震

平成２０年　４月　精神科デイケア施設基準辞退

平成２１年　４月　病床変更　新病床４２０床（一般１０対１入院基本料）

平成２１年　５月　回復期リハビリテーション病棟４５床　施設基準取得

平成２３年　３月　東日本大震災

平成２４年　４月　病院名変更「柏崎総合医療センター」

　　　　　　　　　がん診療連携拠点病院に準ずる病院に認定

　　　　　　　　　DPC対象病院

平成２４年　７月　新潟DMAT指定医療機関

平成２５年１０月　完全週休２日制開始

平成２６年　２月　回復期リハビリテーション病棟を休眠（～３月まで）

平成２６年　９月　在宅療養後方支援病院として届出

平成２６年１０月　病床変更　新病床４００床（一般　１０対１入院基本料）

平成２８年　３月　７対１看護基準取得

平成２８年　３月　外来棟増築工事完成　（平成２７年１１月外来棟１部運用開始）

平成２９年　３月　放射線防護対策工事完成

平成２９年１２月　柏崎市より救急車譲渡

平成３０年　９月　地域包括ケア病棟入院料（東５階病棟、47床）の運用開始

令和　２年　９月　原子力災害医療協力機関に登録

令和　３年　３月　電子カルテ導入

令和　３年１０月　病児保育室「ぴっころ」柏崎市委託事業開設
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病 院 の 概 要
（令和５年３月31日現在）

１．名称　　　　柏崎総合医療センター

２．所在地　　　新潟県柏崎市北半田２丁目１１番３号

３．診療科目　　内科、呼吸器内科、循環器内科、消化器内科、血液内科、内分泌・糖尿病内科、

腎臓内科、神経内科、小児科、外科、心臓血管外科、整形外科、脳神経外科、

皮膚科、泌尿器科、産婦人科、眼科、耳鼻咽喉科、リハビリテーション科、麻

酔科、放射線科、精神科、歯科、歯科口腔外科

４．病床数　　　400床（一般：308床、地域包括ケア：47床、回復期リハ：45床）

５．敷地面積　　13,049.02㎡

６．建物面積　　建築面積　　6,567.47㎡

延床面積　 23,909.83㎡

７．指定事項　　⑴社会保険等

救急告示（告示 S41.4.1）・病院群輪番制病院・災害拠点病院（指定

H8.11.30）・保険医療機関・労災指定・労災保険二次検診等給付医療機関・

生活保護法指定・結核予防法指定・伝染予防法指定・精神保健法指定・育成

医療指定病院・戦傷病者特別援護法指定・更正医療指定病院（腎臓・整形）・

養育医療指定病院・原爆医療指定病院・母体保護法指定病院・臨床研修指定

病院（指定H15.10.30）・第二種感染症指定医療機関・広域災害救急医療情

報システム参加医療機関・日本がん治療認定医機構認定研修施設・がん診療

連携拠点病院に準じる病院（指定H24.4.1）・DPC病院【ＤＰＣ標準病院群】(適

用H24.4.1)・新潟ＤＭＡＴ指定医療機関【第１３号】(H24.7.5指定)・新潟

県肝がん、重度肝硬変治療研究促進事業指定医療機関・原子力災害医療機関

（指定R2.9.25）

⑵教育指定

日本循環器学会認定循環器専門医研修関連施設・日本消化器外科学会専門医

修練施設・日本整形外科学会専門医制度による研修施設・日本血液学会専門

研修教育施設・日本外科学会専門医制度修練施設、日本透析医学会教育関連

施設・日本乳癌学会認定施設・日本泌尿器科学会専門医教育施設・日本周産

期、新生児医学会認定施設（母体・胎児）・日本がん治療認定研修施設・日

本糖尿病学会認定教育施設、日本甲状腺学会認定専門医施設・日本内分泌学

会内分泌代謝科認定教育施設、日本臨床腫瘍学会認定研修施設・日本肝臓学

会関連施設・日本麻酔科学会認定病院・日本消化器病学会認定施設、日本消

化器内視鏡学会指導連携施設、日本脊椎脊髄病学会椎間板酸素注入療法実施

可能施設、日本産婦人科学会専門医研修連携施設
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8.部門別職員数

� （令和５年３月31日現在）

部門別 常勤 非常勤 部門別 常勤 非常勤 部門別 常勤 非常勤

診療部 薬剤部 事務部

医 師 41 53 薬 剤 師 9 2 総務課（事務長・医局含む） 14 3

歯 科 医 師 2 2 薬 剤 部 事 務 員 0 1 医事課（病歴・健診含む） 14 0

小計 43 55 薬 剤 部 補 助 員 2 0 医師事務作業補助員 22 0

診療放射線技師 13 0 小計 11 3 医 療 部 門 事 務 員 1 3

臨 床 検 査 技 師 20 3 栄養科 小計 51 6

理 学 療 法 士 19 0 管 理 栄 養 士 5 0 そ の 他 7 9

作 業 療 法 士 12 0 調 理 師 11 0 付属施設

言 語 聴 覚 士 4 0 小計 16 0 福祉連携センター（管理者） 1 0

視 能 訓 練 士 3 1 看護部 訪問看護ステーション 5 1

歯 科 衛 生 士 4 1 保 健 師 18 1 居宅介護支援事業所 2 1

臨 床 工 学 技 士 9 0 助 産 師 16 1 医 療 福 祉 相 談 室 11 3

小計 84 5 看 護 師 222 14 地 域 連 携 室 1 1

准 看 護 師 7 1 中地域包括支援センター 7 0

介 護 福 祉 士 17 1 柏崎休日夜間急患センター 0 3

看 護 介 護 補 助 員 20 5 小計 27 9

小計 300 23 合計 539 110

総計 649
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令和４年度の事業概要

１．事業報告

　令和４年度は引き続き、新型コロナウイルス対応に追われる１年間となりました。対応した新

型コロナウイルス感染患者数は外来・入院とも過去最多で、地域の感染ピーク時には１割の職員

が欠けた状況となりました。しかしながら今までの経験の積み重ねと、全従業員の献身と協力が

あり、大きな混乱なく対応することができました。

　令和２年度から始まった混乱の中、当地域の新型コロナウイルス患者対応やワクチン接種を役

割として課し、その責務を果たすことが出来たと考えております。

　これからのアフターコロナを見据え、新型コロナウイルス対策に重きを置き補助金等に頼った

経営状況からの脱却を課題として、病院運営体制の再構築についての検討を重ね、当年度を終了

しました。

表１　年度別当期利益金の推移

（単位：千円）

（単位：人）

項目 29年度 30年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

計画 212,700 281,300 301,120 269,600 163,900 207,387

実績 347,232 556,761 272,995 727,157 914,890 835,029

項目 29年度 30年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

入院 319 326 314 278 256 274

外来 779 788 763 690 696 687

☆平成29年度…病院開設許可80周年記念行事

　　　　　　　柏崎市と災害時連携体制を構築・柏崎市からDMATに救急車両を譲り受け

☆平成30年度…９月～東３病棟を地域包括ケア病棟に変更

　　　　　　　北海道胆振東部地震被災地にＤＭＡＴ初出動

☆令和元年度…病院長交代・働き方改革・新型コロナウイルスの流行

☆令和２年度…新型コロナウイルスの流行・病院情報システム一部更新（電子カルテ化）

☆令和３年度…新型コロナウイルスの流行の継続

　　　　　　　一般急性期病棟にて、新型コロナウイルス感染症患者受け入れ対応開始

　　　　　　　（受け入れ病棟を回復期リハビリテーション病棟から一般急性期病棟に変更）

☆令和４年度…新型コロナウイルス流行の継続

　　　　　　　回復期リハビリテーション入院基本料Ⅰを算定開始（令和５年２月）

表２　年度別患者数の推移（一日当り平均）
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（単位：千円）

（単位：人）

項目 29年度 30年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

看護師給 1,055,988 1,068,173 1,121,366 1,128,204 1,097,926 1,159,657

減価償却費   246,481   242,365   218,413   220,665   220,315   219,208

29年度末 30年度末 元年度末 ２年度末 ３年度末 ４年度末

保健師 16 12 11 14 15 17

助産師 15 14 12 16 14 12

看護師 231 218 210 206 204 205

准看護師 7 9 7 6 5 5

合計 269 253 240 242 238 239

うち産休等欠勤者 12 7 15 17 14 14

うち助勤者 7 5 3 0 0 0

差引 250 241 228 225 224 225

表４　常勤看護師給及び減価償却費の年度別推移

表５　年度別看護職員配置状況（正職員）

☆３月31日の退職者を含む

２．主な施設整備

マンモグラフィー装置更新

心臓カテーテル装置更新

医局研修医室増設・研究室改修工事

３．新たな施設基準の取得等

４月～　　二次性骨折予防継続管理料1 · 2 · 3

５月～　　心大血管疾患リハビリテーション料⑴

７月～　　夜間100対1急性期看護補助体制加算・夜間看護体制加算

９月～　　看護補助体制充実加算（地域包括ケア病棟）

10月～　　　　　　 〃 　　　　 （一般病棟）

（単位：円）

項目 29年度 30年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

入院 41,724 43,185 43,179 47,431 48,198 48,591

外来 15,007 15,299 16,206 16,654 17,452 17,827

表３　年度別単価の推移（一人一日あたり）
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災害拠点病院としての取り組み

　柏崎市を中心とした二次医療圏における災害拠点病院としての役割を担っている。2012年、

災害派遣医療チームDMATを発足した。2017年春には消防との連携協定を結び、2017年冬には

DMAT用の救急車を導入した。2018年には北海道胆振東部地震の災害支援活動のために、連携協

定に基づきDMAT隊員５名と柏崎消防２名の混成チームで出動した。現在も起こりうる局地災害、

広域災害、激甚広域災害に備え、年数回の様々な訓練に参加している。現在は医師３名、看護師

３名、業務調整員１名が当院所属の日本DMAT隊員として登録されている。今後さらに隊員数を

増やし、研鑽を積み、実効性を高めていく。
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内分泌・糖尿病センター

　2019年のリニューアルされた糖尿病センターにおいて、多職種で連携しながら糖尿病患者の療

養指導にあたりました。

　外来診療においては、療養指導担当看護師が糖尿病療養看護外来・糖尿病診察前問診に引き続

き取り組みました。外来所属の日本糖尿病療養指導士は１名ですが、内科看護師と連携しながら

糖尿病患者のケアを実践しました。糖尿病療養看護外来においては、対象のみならず、家族に対

してもインスリン・ＧＬＰ-１受容体作動薬注射導入やフリースタイルリブレなどを活用し、血糖

コントロールを改善するための療養指導を実施しました。院内の栄養士・薬剤師・理学療法士の

みならず、介護支援専門員とも情報共有し連携を図りながら、各々の生活状況を意識しながら取

り組みを行いました。糖尿病診察前問診では普段の生活の中での問題点の抽出や食事・運動・内

服・注射状況の確認を、面談を通して行い医師や他コメディカルスタッフと連携を図る場として

実践しました。退院後の内服・インスリン手技の確認のためのおくすり外来、食事指導を継続し

て行う糖尿病栄養外来にも取り組みました。フットケア研修受講を行った透析室・病棟看護師と

共にフットケア外来を行い、糖尿病の足病変に対しての指導を実施しました。

　昨年度同様、生活に医療を取り入れることの難しさを考慮しながら、その方の立場に立ちなが

ら指導をすることを心がけました。糖尿病治療の目標である「健康な人と変わらない日常生活の

質の維持、健康な人と変わらない寿命の確保」のために、積極的に介入を行いました。

2022年度　看護外来・診察前問診　月別人数

2022年度　フットケア外来人数（２週に１回、１日４枠）
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　入院症例は　急性期は西５Ｆ病棟、教育入院は東５Ｆ病棟にお願いし、週１回カンファレンス

を行い、看護師（病棟、外来）、薬剤師、栄養士、リハビリ、医師が集まり情報交換を行いながら、

治療方針、患者背景、問題点を話し合っています。

　そして　糖尿病センター会議を３か月に一度開催し、院内の糖尿病医療に携わるメンバーに集

まって頂き、（本年度からは行政の方にも参加頂き、）情報交換をし、課題を話しあっています。

　さらに県の糖尿病CKD対策推進ワーキンググループにも参加致しました。

　地域の基幹病院として他分野と連携しながら、引き続き地域における糖尿病の合併症予防、進

展阻止、そして地域における透析導入予防にも取り組んでいきたいと思います。

人口10万人あたりの透析患者数

　刈羽村　　187.0（2022）

　柏崎市　　194.5（2022）

　新潟県　　242.1（2021）　

　全　国　　278.6（2021）
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院内定例会議一覧

� 2023.4.1現在

№ 委員会名 開催時期

1 病院運営審議委員会 年１回

2 病院経営改善委員会 隔月 隔月第３木曜　8:00～

3 管理者会議 毎週 木曜　8:00～

4 職場代表者会議 毎月 第４木曜　15:30～

5 医局会議 毎月 第３木曜　17：30～

6 病院安全管理委員会 毎月 第２火曜　16:45～

7 医療安全管理対策委員会 毎週 火曜　16:30～

8 院内感染対策委員会 毎月 第２木曜　16:00～

9 衛生委員会 毎月 第３水曜　16:30～

10 褥瘡対策委員会 毎月 第３月曜　15:30～

11 接遇委員会 毎月 第１水曜　16:00～

12 薬事委員会 隔月 第１月曜　17:30～

13 治験審査委員会 随時

14 倫理委員会 随時

15 防災委員会 年２回

16 栄養管理委員会 年４回

17 NST 委員会 随時

18 診療録管理委員会 年２回

19 医療ガス安全管理委員会 年１回

20 医療放射線管理委員会 年１回

21 放射線安全委員会 年１回

22 化学療法委員会 年４回 第３火曜

23 臨床検査適正化委員会 年２回

24 輸血業務検討委員会 隔月 第３月曜　16:00～

25 臨床研修管理委員会 随時

26 コンプライアンス委員会 年１回

27 個人情報保護委員会 年１回

28 業務適正化委員会 随時

29 医療材料購入検討委員会 隔月 第１木曜　17:00～

30 院内教育委員会 随時

31 医療機器安全管理委員会 年１回

32 病院誌編集委員会 随時

33 臓器提供院内委員会 年４回

34 DPC委員会 年２回

35 医療情報システム委員会 随時

36 緩和ケア委員会 月２回

37 救急委員会 四半期１回 第４水曜　16:45～

38 手術室運営委員会 年１回

39 児童虐待対策委員会 随時

40 透析機器安全管理委員会 年１回

41 広報戦略委員会 毎月 第４金曜　15:00～

42 ハラスメント委員会 随時

43 地域保健福祉推進会議 年１回

44 柏崎休日・急患センター運営協議会 随時

45 救急救命士業務検討委員会 四半期１回
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外来患者数の推移　⑴
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外来患者数の推移　⑵



15

入院患者数の推移　⑴
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入院患者数の推移　⑵
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外来診療費の推移
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入院診療費の推移
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年度別収支状況（令和２年度～令和４年度）� （単位：千円）


